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じ怠味からだ。また、屋綴勾配も藍厳のそれとは~な る。 7 寸
勾配としたのは、建物の高さ、幅、ボリ ュームにふさわしい美
しいプロポー ションは何か、を検討して決定した。なお、平面
図等については、 「新建築J (1984・12)、 「建築設計資料・
9・コミ ュノティ センターJ (1985・夏)を参照されたい。





































































































































百lispaper is summarization on practice of design of some community fac凶tiesin Japanese rural area. As the 
result，I could recognize some subject of design study.百五atare as foUows. 
(1) fam出arityof designing 
(2) compound of facilities function 
(3) participation for design proces 
(4) Institution of undertaking 
(7) 
